
富士山 ・ 立山 ・ 白山の三山禅定と芦餅寺宿坊家の柏那場形成過程

福江 充
＊

はじめに

北アルプス立山山梵の芦絣寺村に所在する芦絣寺雄山神社や旧宿坊家、 盆山県［立山

栂物館］には、 かつて芦l隙寺宿坊家の衆徒たちが使用した松那躯や廻杞日記板が数多く

所蔵されている。

笥者はこれまで、 それらの史料を順次解説 ・ 分析し、 加賀蒲領国内外で芦餅寺衆徒が

形成した柏那場の実態やそこで彼らが行った廻松配札活動の実態について検討を試みて

きた。 さらに泣近、 その一 辿の研究成果をまとめ、r近世立山信仰の展開一加質湘芦餅

寺衆徒の柁那楊形成と配札ーj llと題する論文染も刊行したが、 同占により、 地元の現

存史科で把担できる範囲内として、 この研究テ ー マの基礎的な部分はある程度提示する

ことができたのではないかと思っている。

その一方で同若の刊行後、 かつて芦絣寺衆徒が柏那場を形成していた愛知県で自治体

史編硲などで多面的な，盈］査・研究を進められる油田数彦氏より、 芦蛉寺衆徒の柏那場形

成過程の解明にきわめて有効な「三山抑定」に関する史料、 及びその他の1月辿梢報を提

供いただいた。

そこで、 本脳では喰者のこれまでの研究成采を基盤に据えながら、 上記の史料•も十分

に活用させていただき、 研究対象を柏那場の実態や当地での廻柏配札活動の実態を探る

ことから枕那場の形成過程を探ることに移し、 新たにその考察を進めていきたい。

江戸時代前期における富士山・立山・白山の三山禅定

江戸時代、 本州の中心部に三山禅定と称し、 ‘硲士山 ・ 立山 ・ 白山を巡拝する壮大な巡

礼コ ー スが存在していた。 この三山禅定に関する史科としては、 これまで、 池大雅沼:

宝JfflO年 (1760) 「三·岳品行」 ” や尾張甜士著・文政 6 年(1823) 「三の山廻J 3)、 大府村平

七若・文政6年「三山近中品」 ＇＂ などが紹介されている。 また、 関係論文としては、 小

林一裕氏「「三山やji定」について」 9 ゃ蒻瀬巫雄氏「窃士山 ・ 白山 ・ 立山の三山禅定」八

＊富山リ，'. [立山栂物館］
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注田数彦氏「尾張地方の立山信仰」 ” 、 同氏「知多地方の立山信仰」 SI などが発表されて
いる。

さて、 これらの論文の共1本的な内容について、 ここでは逐ーとりあげないが、 本脳を

進めるにあたり、 両接関係する内容として翡瀬氏の三山ギjt定の起源に関する芦及につい

てだけ留意しておきたい。

？泊頓氏はそれを「荘厳，溝執・・1埠辺の延宝8年(1680) 7月の条 ＂ に記された内容から

江戸時代初期と推測した。 ただし、 当時、 江戸時代初期の三山押定に関する史科はこれ

だけしか発見されておらず、j•,';j瀬氏は将来，J/J査の進展により関係史科が新たに発見され

ることを期待していた。

こうしたなか、 最近箪者は注田数彦氏より愛知県常滑市の鈴渓査科館に延宝4年
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第1表 r三禅定之通（延宝4年）」（鈴渓査料館所蔵）にみる巡拝コース

掲戟顛 掲叔地名 現在地名 現在該当地 里程区間 里程（里） 里程（丁）
001 小鈴谷 小鈴谷 愛知県党滑市 小鈴谷～ 硲師 17 
002 ' .. ",''.,.... "-ヽ 恰j師 愛知県翌柏市 祐j師 ～ ー川 1 10 
003 ふた川 二川 愛知邸也抵市 二川～白頚四 2 
004 白須四 白須四 符岡県湖西市 白須釘 ～ 新屈· 2 
005 新井 新届 浄岡県浜名郡 新居-i-:r:坂 1 
006 鉦坂 打：坂 而岡県浜名郡 抑坂～浜松 3 
007 浜松 浜松 静岡県浜松市 浜松～ 見付 3(4) 
臨 見付 見付 ilt岡県代田市 I 見付～袋井 1.5 
009 袋井 袋井 1\l'岡県袋井市 袋井～掛川 2 
010 茫川 掛川 而岡県掛川市 掛川～ 日坂 1.5 
011 新坂（日坂宿） 日坂 而岡県掛川市 日坂 ～ 金谷 1.5 
012 金や 金谷 而岡県松JJ;(郡 金谷～島田 l 
013 紀田 島田 ilf岡県島田市 島田-li!i枝 2 
014 ふち枝 ）低枝 j'(J, 岡県｝蕊枝rli lllli枝～岡部 1.5 
015 岡部 岡部 II引岡県志太郡 岡部～丸子 2 
016 杓古（丸子） 丸子 ,1針岡県沖岡市 丸子～府中 J 
017 府中（駿府） 1T1岡市 而岡県符岡市 府中～ 江尻 3 
018 江尻 江尻 而岡県it'i水市 江尻～陳沖 1 
019 おきっ 卯m 1\1岡県il'i·水市 卯津～由比 2 
020 由比 由比 ,\令岡県附IJ;[郡由比町 由比~uli/i;•: 1 
021 かん/J;( iill!J孔 陥岡県f/i/J孔郡lili'IJ孔町 蒲/J孔～岩本 2 
022 岩•本 岩•本 陥岡県窃士市 岩本～大宮 3 
023 大も 大‘必 j'{f,-岡県窃士H市 大宮～村山 1.5 
。24 村山 村山 而岡黙窃士宜市 村山～中口 3 
025 中口 窃士山 中口 ～ 大日党 2.5 
026 大日党 大日党 窃士山 大日ター不浄ヶ岳I!)党 l 
027 ふちゃうがたけの :it: 不浄ヶ岳の：脱 窃士山 不浄ヶ岳の双～八袋秘 3 
。2S 八よう 八栄岳（山頂） 窟士山 八菜岳～吉田 10 
029 吉田 古田祐（上古田） 山梨限窃士古田市 吉田～ 川口 2 
030 川口 河口湖 山梨県1ふi都留郡 川ロ-Jiti野木 3 
031 ,mの木 Jill野木 山梨県束八代郡御坂町 藤野木-!!:1抄j 1.5 
032 黒駒 黒駒 山梨県束八代郡御坂町 :t駒 ～ 石沢 2.5 
033 井沢 石和 山梨県束八代郡 石沢～甲府 0.5 
034 花ふ箱 甲府宿 山梨県甲府市 甲府～ 韮的 3 
035 にらさき 韮崎 山梨県韮的市 韮鮒～ 台ヶ1以 4 
036 大ヶ／）孔 台ヶJJ;( 山梨県北巨床白州町 台ヶ�(-反木｛段If.鳥和り） l 
037 北木 虻木 ※現在該当地不明 長木（現在地,f,IJIJ-:iS木 2 
038 iiワたき 応木 i乏野県淑，訪郡7;;"士見町 ．—，図木～ 金沢 3.5 
039 金沢 金沢 士孔野県芽野市 金沢～上源油 3 
040 上ぶ訪 上源油 長野県諏訪市 上諏訪 ～ 下諏訪 1 
041 下』ゆj 下派訪 長野県諏油市 下派訪 ～ 塩尻 .>�.;) -
042 塩尻 塩尻 蛉野県塩尻市 塩尻 ～ 村井 2.5 
043 村井 村井 長野県松本市 村井～松本 1.5 
。44 松本 松本 貶野県松本市 松本 ～ 岡田 l 5 
045 岡田 岡田 長野貼松本市 岡田～刈谷/J;( 1.5 
046 かりや厭 刈谷/J;( 長野県米筑l'/:郡四四村 刈谷JJ;[-会田 l 
047 あい田 会田 i乏野県束筑朕郡四賀村 I 会田-w柳 3 
04S あをやき 仔柳 必野県束筑序那坂北村 守柳 ～ 麻積 l 10
049 おみ 麻和 此野リ，し束筑1ft.郡麻栢村 麻桁 ～稲荷山 3 
。50 いなり山 稲荷山 虻野県更埴市 稲荷山一丹波島 3 
051 丹波的 丹放島 辰野県:k野市 丹波島～ 苦光寺 1 
052 送 ・光寺 北野市 長野県品野市 苦光；寺～新町 1.5 
053 新町 新町 長野県長野市 新町～牟礼 2 
。54 I む述い 牟礼 士a野県上水内郡牟礼村 牟礼～野尻 3 
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掲杖顧 掲載地名 現在地名 現在該当地 里程区間 堕程（阻） 具程(T)

055 の志里 野尻 長野県上水内郡信浜町 野尻~I� 川 l 
056 I I閲川 I� 川 新潟県中頚城郡妙窃窃J以町 1関川～ 田切 l 
057 たき里 田切 新潟県中頚城郎妙福窃原町 田切~I如山 2 
05S せき山 関山 新潟県中頚城郡妙硲村 関山～祈井 3 
059 新井 新井 新潟県新井市 新井-r.r,田 2.5 
060 窃田 籾田 新潟県上越市 甜田～今町 2 s 

061 今町 直江i-lt今町 新泌県上越市 今町 ～ 布UIJ川 4 
062 布ま川 布i::rn1 新泌県上越市 布！！り川 ～能生 2 
063 のふ 能生 新潟県西頚城郡能生町 能生 一糸魚川 4 
06-1 いといIll 糸魚川 新潟県糸魚川市 糸魚川～守海 4 
065 ヲふみ 'i'i il庄 新潟県西頚城郡','雑圧町 w海～ 市飯 2 
066 ふり 市飯 新/£,)県西頚城郡w海町 市飯 一 泊 2\ 
067 とまり 泊 証山県下新川郡朝日町 泊 ～ 横山 2 
068 よこ山 横山 窃山県下祈川郡入西町 横山 ～入善 1 
069 入せん 入・芭町 窃山県下新川郡入恙町 入逸 ～ 沓掛 2 
OiO くツかけ 杏掛 窃山県!,I.', 部市 杏掛 ～ 一日市 2 
Oil ニ日 一 ニ日市 窟山県:.I.\部市 ニ日市～魚ii( ,) � 

072 おふii' 魚i]t 富山県魚津市 魚ii\~上市 4 
073 かみ ー 上市 硲山県中新川郡上市町 上市～岩帥寺 3 
074 岩-fj 岩餅寺 窃山県中新川郡立山町 岩餅寺～芦餅寺 2.5 
075 足臼 芦餅寺 窮山県中新川郡立山町 芦舵寺～立山空党： ， 

076 立山益：：：t 立山立党 立山 立山空:¥:一立山且山山lli ］ 

077 御1ilf 立山雄山山頭 立山
078 地伐谷 立山地紐谷 立山
079 立山空：;;;: 立山立堂 窃山県中新川郡立山町
080 足む 芦帥寺 窃山児中新川郡立山町 芦餅寺 ～ 岩前寺 2.5 
081 岩企 岩前寺 窃山県中新川郡立山町 岩餅寺～富山 4 
082 戸山 窃山 窃山県窃山市 窃山 ～小杉 3.5 
083 小杉 小杉 窟山県射水郡小杉町 小杉 ～ 窃秘l 2 
084 窃岡 硲岡 富山県甜岡市 翡岡～石動 ,j 

085 ゅ 1ふるき 石勁町 9点山県小矢部市石勅町 石勁ー竹柏 .) � 

086 竹柏 竹柏 石川県河北郡沖幡町 竹柏~i-11庫合 l 
087 つ者田 律幡 石川県河北郡津幡町 沖幡 ～ 金沢 4 
088 金沢 金沢 石川県金沢市 金沢～鶴来 4 
089 つるき 鶴来 石川県石川郡鶴来町 鶴来 ～ 佐良 4 
090 さら 佐良 石川限石川郡古野谷村 佐良 ～ 尼添 ‘

,) 
‘ 

091 おそ 尾捺 石川県石川郡尾口村 尼i-�-白山六迅益 ， 

092 白山六迫 白山六迫径 白山 臼山六近径～白山即漬h
093 御前 白山御前峰 白山
094 石土白 石絃白 福井県大野郡和泉村 石絃白 ～ 長滝 3 
095 長篇E :I:� 沌 岐 .r,,.県郡上郡白島町 辰沌 ～白島 l 
096 白島 白島 岐序．県郡上郡白．（ふ町 白.(�-剣 2 
097 つるき 剣 岐．序県郡上郡大和村 剣～八幡 3 
09S 八まん 八庫爵 岐．岸県郡上郡八幡町 八幡～苅安 3.5 
099 かりや).;, 苅安 岐.t;し県郡上郡 苅安 ～ 多WJ孔 2.5 
100 洲））孔 頚I以 岐.1;し県炎楼市 須IJ;(~M和 2 
101 かうわ 河和（上河和） 岐.I礼県災沢市 河和~l!.\I 1.5 
102 せき 1及l 岐.1;し県1月市 IJl:l~犬山 3 
103 いぬ山 犬山 愛知県犬山市 犬山～小牧 2.5 
104 こまき 小牧 愛知県小牧市 小牧～名古段 3 
105 なこや 名古松 愛知県名古辰市 名古尻 ～小鈴谷 11 

106 こ寸可や 小鈴谷 愛知県祢沿市 小鈴谷

r
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第1 図 「三禅定之通（延宝 4年）J (鈴渓資料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その1

本図は昭文社の地図栢報デー タペ ー スソフト rス ー バ ー マップル ・ デジタル2jを使用して製図した。
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福江 充／富士山・ 立山・白山の三山J'iji定と芦咄寺1氾坊求の択那場形成沿程
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第1図 「三禅定之通（延宝4年）」（鈴渓賓料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その2

本図は昭文社の地図栢報データペ ー ス ‘ノフト「ス ー バ ー マップル ・ デジタル21を使用して製図した。
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第1図 「三禅定之通（延宝4年) .l (鈴渓洒料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その3

本図は昭文社の地図情報デー タベ 一 ス ‘ノフトrス ー バ ー マップル ・ デジタル2Jを使用して製図した。
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福江 充／窃士山・ 立山・白山の三山fii定と芦餅寺祈坊家の秋那楊形成過程
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第1図 r三禅定之通（延宝4年）1 (鈴渓資料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その4

本図は昭文社の地図栢報デ ー タペ ー スソフト「ス ー バ ー マップル ・ デジタル2jを使用して製図した。
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第1図 f三禅定之通（延宝4年）j (鈴渓資料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その5

本図は昭文社の地図情報デー タペ ー スソフト「ス ー バー マップル ・ デジタル2Jを使用して製図した。
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福江 允／尻「」：山· 立山 ， 白山の三山ギii定と芦餅寺砧坊家のも兌m;楊形成過程

第1図 「三祁定之通（延宝4年）J (鈴渓資料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その6

本固は昭文社の地図栢報デー タベ一スソフト「ス ー バー マップル ・ デジタル2 .! を使用して製図した。
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第1図 「三禅定之通（延宝4年） J (鈴渓資料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その7

本図は昭文社の地図栢報デー タベ 一 スソフト「ス ー バ ー マップル ・ デジタル21を使用して製図した。
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福江 允／窃士山・立山・白山の三山tlii定と芦餅寺�,:;坊家の杭那楊形成過程

＿＿＿＿ 

〇 '.'llkm

第1図 「三禅定之通（延宝4年）J (鈴渓資料館所蔵）にみる巡拝コ ー ス その8

本図は昭文社の地図佑報デー タペ ー スソフトrス ー バー マップル ・ デジタル2」を使用して製図した。
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窃山県［立山Ni物館］研究紀災 第10り· 2003年3月

(1676)「三神定之迎J IOI (写兵1、 その1~ 5)と・題する板冊が所蔵されていることを教

えていただき、 あわせて同史料の写兵も送っていただいた。 後日、 竿者自材も現地に赴

き、 同史科の ,m罠と写兵搬彩を行い、 さらに早述史科の内容を検討したところ、 この史

科はその頃既に本州の中心部に貨士山・立山・白山を巡拝する壮大な巡礼コ ー スが確立

していたことを示すものであることがわかった。

同板には、 その内容の一部として「三各ji定迫」と題し、 知多郡常沿の小鈴谷から出発

し、'C:.\"士山 ・ 立山 ・ 白山を巡拝して小鈴谷にもどる追程が記されている。 その具体的な

内谷として、 経由地や里程を一認表で示したものが第1表であり、 経由地を地図上にお

とし込んで示したものが第1図（その1~ 8)である 。 なお、 主な経由地は次の通りで

ある。

小鈴谷（尾張国）→悩師（三河国）→臼須賀→新居→浜松→見付→袋井→掛川→金谷

（以上、 辿江国）→島田→藤枝→岡部→府中→江尻→由比→111/1原→岩本→大宮→村山→

岱士山（以上、 駿河国）→吉田→川口→藤野木→甲府→韮l崎→台ヶ原（以上、 甲斐国）

→: t� 木→金沢→上源訪→下諏訪→塩尻→松本→刈谷原→w柳→稲荷山→苦光寺→牟礼

（以上、 信談国）→関川→1如山→益田→今町→能生→冑梅→市振（以上、 越後国）→泊

→入逸→三日市→魚津→上市→岩餅寺→芦絣寺→立山→芦耕寺→岩餅寺→窪山→記j岡→

石動（以上、 越中国）→竹柏→金沢→鶴米→尾添→白山（以上、 加質国）一石徹白（越

前国）―:!.乏滝→白島→八幡→関（以上、 美涙国）→犬山→小牧→名古屋→小鈴谷（以上、

尾板国）。

ところで、 この帳冊の表紙の裏面（写真1 . その2)に窃士山 ・ 立山 ・ 白山のそれぞ

れの山名と袢定登山の期日（月日のみ）が記されており、 さらにその左側に「康永三年

大箸天泰隆品」と品されている。 これらの記載が一辿のものであれば、 康永3年は南北

朝時代で1344年に当たるから、 その頃には三山神定が成立していたことになる。ただし、

「康永三年大易天」の文字は、 他の部分の文字と箪致が異なっているようにみえ、 おそ

らく同時期に記されたものではないように思われる。 いずれにせよ、 この記載だけで三

山衿ji定が南北朝時代に成立していたことを判断することは難しい。

さて、 この他にも、 江戸時代前i期における中部束海地方の人々の三山井ji定に対する意

識をうかがわせる史跡がある。 すなわち、 愛知県春日井市の村中治彦氏は認政4年

(1796)の池田町屋村の古絵図（岐阜県多治見市内）を分析され、 それに描かれた通称

「池田富士」の山頂に、 延宝8年(1680)、 窃士山 ・ 白山 ・ 立山の三山を祀った祠が造ら

れたことを発見された（絵図の池田窃士山頂には「露士山 白山 立山 此三社□（ー

字判 ，況できず）一 山卜申、 迫心初孟仕候。 延宝八申年5突政四子年迄百十三年二成」
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糾江 允／甜士山・,'[_山・白ti」の三山ギii定と芦餅寺面坊ネの板m;場形成過程

と滋氾されている）。 さらに、 村中氏は現地淑究によって、 その祠が現存していること

も確認している。 これはいわば、 話士塚と同じような意味をもつものだったと思われる。

地元の容姿端脱な山を富士に見立て、 それを登拝することで、 ＇1江士山の神定登山はもち

ろん白山・ 立山の神定登山も含む、 いわゆる三山押定を成し遂げたことにしていたのだ

ろう。

次に、 地元立山山梵芦餅寺と岩餅寺の衆徒たちのあいだで三山神定に対する慈識が何

時頃からみられるかを、 あくまでも文l獣史料のうえで確認しておきたい。 芦前寺衆徒に

ついては、 同寺衆徒 ・ 神主が延宝2年(1674) S月15日付けで加質湘寺社泰行水原左

京・笹）J応織部に宛てた：苫き上げに、「～（
―

riii略）～右如申上ル芦餅之庄立山中宮儡党と

申は日本三神定之ー山二而御座候故、～（後略）～」Illとの文口がみられる。

また、 同寺衆徒・神主が翌延宝3年(1675)4月付けで加賀湘郡奉行石黒源右術門・

山村市十郎に宛てた:,1 ::き上げにも、「~ C-1lii略）～右申上ル趣、 蔽隙之庄立山中宮儡党

卜申ハ、 日本二三拌定之ー山二御座候故、～（攻略）～」 J�I との文口がみられる。

岩餅寺衆徒については、 延宝5年(1677)4月28日付けで加賀湘に宛てた岩餅寺i::.�物

成に1処する内類の芦餅寺側の写しに、「ー立山大権現は伊非諾命． 刀尾天神。 御本地は

阿弥詑如米 ・ 不動明王。 新拝主給渚堂数四拾七社。 谷ニハー百三拾六地ぷ既現目前、 日本

三ギji定之系二而御座候。」 131 との文言がみられる。

これらの史科から、 おそらく江戸時代の延宝期0673~ 1680)には三山神定が既に確

立していたとみられ、 世HU的にもある程度認知され、 その巡拝コ ー スで立山押定登山に

訪れる人々が存在していたことが推測される。 ー 方、 芦餅寺や岩齢寺の衆徒たちの側で

は、 立山が世!BJ的に三山押定の一ギji定所と認知されていることを自分たちの詮りとし、

それを加質湘に上申しているのである。

ところで、 江戸時代前期と後期の三山神定コ ー スを比べると、 江戸時代前期において

は、 延宝4年0676)「三抑定之通jに示されるように、 それはあくまでも富士山 ・ 立

山 ・白山の神定登山を主体としたものであり、 富士山の禅定登山の際には駿河国から富

士山に登頂し、 その後、 甲斐国に下り、 さらに信誤国• 北控へと向かっている。 しかし、

それが江戸時代後期になると、 文政6年(1823)の大府百姓の「三山迫中品jなどに示

されるように、 駿河国から腐士山に登頂し、 再び駿沖［国側に下り、 その後束海道で江戸

に向かい、 さらに日光にまで及び、 巡拝コ ー スが箸しく批大されている（第2 rio 。 こ

のように、 三山押定のコ ー スは江戸時代前期から江戸時代後期へと時代が進むにつれ、

拡大しているのである。
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窃山県［立山博物館］研究紀疾 第10号 2003年3月

第2図 r三山迫中認（文政6年）」（大府市個人所蔵）にみる巡拝コ ー ス

2 芦耕寺宿坊家衆徒が日本国内各地で形成した相那場の分布状況

芦前寺宿坊家の衆徒たちが日本国内の各地で形成した松那楊の分布状況については、

これまで拙�: 「立山信仰と立山蕊荼i池」 14) と「近世立山信仰の展閲」の2冊のなかで複

数の宿坊家を対象として一 認表や分布�Iなどを用いながら詳しく提示してきた。そこで、

これらの著芯のデー タを活用して校那場の分布状況を第2表として提示しておきたい。

ー方、 芦餅寺ー山会所蔵の古記録や他の史科などからも断片的に宿坊家の配札地域が

確認できるので、 それを第3表として提示しておきたい。

さて、 上品の表にもとづき、 文献史科で確認が可能なものに限って、 各宿坊家が廻松

配札活動で訪れた国をあげてみると（五十音）、 吉祥坊は江戸 ・ 武蔵国 ・ 美談国、 教符
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第2表 芦絣寺宿坊家の揖那帳にみる祖那場の分布状況
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訊u 史 H ヤ， 使101叫J)j名 配 tL 珀 規 m 成立年ft 叫Iり>!!Iii 所収文苔 所 t'i 法 械
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富山県（立山ヤ，閃物節］研究紀災 第10サ· 2003年3月

第3表 芦餅寺古品録にみる芦始寺宿坊家の廻杞配札地

宿坊名 配 札 地 時 期 時期2 掲 叔 史 科
宮之坊 ｝伍1; 国 安政2年(1S55) 1855 r越中立山古記録 第2なJl3S真・139頁
宝伝坊 侶浜国（古、氾緑2な13--1頁） 滋水6年(1853) 1853 f越中立山古氾録 第2忍1134真
吉祥坊 災沢�l(i.e州西田）i;(二て廻 文政9年(1826) 1826 「越中立山古氾録 第2なj 41頁

板之絢、1ii.i死仕｛炭。）
教蔵坊 侶楼困(fぶ�1"'1上諏訪神戸 滋水2年0849) 1849 「越中立山古品鈷 第2なj 110真・111真

村・ 文出村、越後l'!<l糸魚川）
教鈴坊 越前／住I 滋水5年(1852) 1852 「越中立山古氾録 第2谷Jl25真
福泉坊· 侶浜囚 天保4年(1S33) 1833 r越中立山古品鈷 第2なJ 155頁
宝伝坊・
教蔵坊
孜涵坊 越後凶（頚城郡）・ イ函�l:i!I 文政s年(1825) 1S25 小矢郊市1.1!音寺鉗造地蔵岳悦半珈坐像銘文

（水内郡・小貼郡•安•公郡・ < r近ill:泣：山仏仰の1m月」147H~l60W
筑1•;団郡•佐久郡 ・ 伊那郡）

大仙坊· 災i�l!l各務芥見村 疫応2年(1S66) 1866 「等謡坊江申設ヶ條」（芦齢寺雄山神社所蔵）、
等没：坊 「御,;/i 大仙坊」（芦餅寺雄山神社所蔵）、「近

111: 立山イぶ仰のか拙叫45S・fi-463�・
宝伝坊 侶涙因（小谷村） 文政13年(]830) 1S30 「立山芦船御 1: 和jif布柏大m汀)�勧進氾

宝伝坊現住（印） 文政十三寅年正月古
日」、 r近世立山伝仰の展1月」188頁・1S9真

相栄坊 江戸 疫応2年0S66) 1S66 「東都校那庫J滋儡越中立山宝呆坊00)脈控 疫
応二年飯正月日J (芦餅寺雄山神社所蔵、
粋：山仏

・

仰と立山曼荼蝋」214頁·272
・

以）
尖相坊 江戸 貶応2年(1S66) 1866 「束都校那板 越中立山宝・泉坊卯脈控 9足

応二年飯正月日」（芦舵寺雄山神社所蔵、
r立山位仰と立山曼荼/U/:J 214iT· 笞2真）

泉蔵坊 l窃J追I(匁l多郡fMi) 文久4年(1864)- 1864~ 「百万辿殊数奇進状」 ・「立山泉蔵坊百万
明治2年(1869) 1S69 遥殊数受取状」・「立山・呆蔵坊呑呂台受取

状」（祝ILL家文古）。r研究紀災No.20J (8 
真-26真、半田市立ャ!J物館、1998年）。

宝泥坊 ／砧l�同（知多郡，渚川村） 天保7年0836) 1836 「金子預かり状（知多郡絡川村日翡利兵術
より宝氾坊宛）」・「,1:: 状（宝泥坊より日邸利
兵術宛）」（日茄ici<:文杏）。「研究紀'./!.fc-lo.初j
(S直~26頁、半田市立栂物館、1998年）。

坊は大坂 ・ 越前国、 教蔵坊は越後国・信浪国、 権教坊は飛騨国 ・ 尾張国 ・ 三河国 ． 辿江

国．駿河国 ・ 相校国、 実相坊は江戸、 泉蔵坊は尾張国、 善迫坊は飛騨国 ・ 尾板国 ・ 三河

国、 相栄坊は江戸・武蔵国、 相恙坊は越中国 ・ 能登国、 大仙坊は愛知県（尾張国） ．岐

阜県、 等筵坊は能登国・ 美浪国、 日光坊は美涙国・尾張国・伊勢国 ・ 三河国、 福・泉坊は

美涙国 ・ 尾張国 ・ イぶl塁国• 江戸・武蔵国• 上総国• 安115国、 宝呆坊は江戸 ・ 相校匡I· 武

蔵国•上野国• 上総国、 宝伝坊は伝漿国、 宝龍坊は尾張国、 宮之坊は尾張国、 宿坊家不

明で新潟県・長野県・群馬眼・埼玉県、 宿坊家不明で上総国・下総因 ・ 常陸国などがあ

げられる。 なお、 上品の太字の国名は各宿坊家における主要柏那楊を示す。
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第3図 芦始寺衆徒が廻桓配札活動で往遥した街迫

これらの状況から、 あくまでも、 現存史科で把握できる範囲内での領向だが、 芦餅寺

宿坊家の板那拗は北陸 ・中部・東海・l½J束・甲信越など本州中心部に多く分布している

ことがうかがわれる。 特に束悔地方の尾張国や関東地方の江戸には比救的多くの宿坊家

によって柏那瑞が形成されている。 ー 方、 それより少し外れた地域として、 最も西のも:'/.

那楊は大坂であり、 また最も束のも兒那場は秘総半品や常陸国となっている。 芦,,弁寺ー山

会や芦絣寺雄山神社、 芦餅寺旧宿坊家などが所蔵する文献史科を行見する限り、 それよ

り西や束の地域を対象とした校那似はみつかっていない。

ところで、 芦餅寺各宿坊家は、 どのような経路で自坊の柏那楊に赴いたのだろうか。

各宿坊家が形成した板那楊の分布の状況から、 それぞれの宿坊家の各柏那楊までの経路

を推測すると、 次の迎りである。

吉祥坊はおそらく、 飛駒街迫で美浪国．尼板国へ赴き、 さらに束悔迫で江戸に向かっ

たものと思われる。 椛教坊は飛師街迫で美涙困· 尼張困へ赴き、 さらに東海迫で相校国

に向かったものと思われる。 逸迫坊は飛騨街迫で尾張国へ赴き、 さらに来海迫で三河国

23 



·1:nlJ県[ ;LtJJt• ・関物館］研究紀災 第108· 2003年3月

に向かったものと思われる。 大仙坊は飛騨街道で美誤国 ・ 尾張国へ赴いたものと思われ

る。 日光坊は飛騨街道で尾張国へ赴き、 さらに東悔迫で相校国に向かったものと思われ

る。 祢泉坊ば飛騨街迫で美誤国· 尾板国へ赴き、 さらに中山迫で信i農国に向かったもの

と思われる。 その他、 北陸追から北国街迫 ・ 中山道を経て、 武蔵国• 江戸• 上総且I. 安

房国に赴いたものと思われる。 宝泉坊は北陸迫から北国街迫・中山迫を経て、 武蔵固．

江戸 ・ 相校国．上総国に赴いたものと思われる。 教符坊は北陸辺で越前国を経て大坂に

赴いている。 このような街追にもとづく経路をEl本地図におとしてみると第3図のよう

になり、 本州の中心部に大きな「森」ができる。

さて、 こうしてできる「珠」と·,Jiir;,:で指摘した三山おii定のコ ー スを成ね合わせてみる

とかなり巫複する部分が多い。 また、•fiij:l筏で示した芦餅寺宿坊家の板那楊の分布は、 概

ね三山押定の「棗」状のコ ー スに沿ってか、 あるいはその内側に見られることが多い。

さらに、 江戸時代後期の江戸や日光までをも含めた三山井jl定のコ ー スと芦絣寺宿坊家の

枡那場の分布状況を比蚊すると、 上品の傾向はさらに強まる。

3 芦絣寺宿坊家の増加と廻棺配札活動の増進

3. 1 疫長9年の芦耕寺日光坊文杏にみる廻栢配札活動

芦餅寺日光坊所蔵の疫長9年(1604)の断筒文：内から、 この頃既に芦絣寺衆徒の日光

坊や与十郎は尾張国や三河国、 美涙国にその規校は不明だが板那揚を形成 ・ 保有してい

たことが確認できる心

同文：,'r-に品載された村名のうち判説可能なものを：；1r, きあげると、 尾板国では大佐と村

（大里村、 尾張国知多郡、 現在は束悔市）、 者年村（羽根村、 尾張国知多郡、 現在は知多

市）、 飛な可村（日・L乏村、 尾版国知多郡、 現在は知多市）、 おうの村（大野村、 尾張固知

多郡、 現在は常沿市）、 口志や村（鍛冶屋村か？、 尾張国知多郡、 現在は知多市）、 とこ

な免四村（‘常滑4村、 尾張国知多郡、 現在は常沿市）、 あの村（阿野村、 尾張国知多郡、

現在ば常沿市）、 きすし七村（根豆志7村、 尾張国知多郡、 現在は常沿市）、 むき村（椋

原村か？尾張国知多郡、 現在は阿久比町）などの村名がみられる。 なお、 これらの村々

はいずれも知多郡に所在する。

三河国では、 つき村（月村、 三河国設楽郡、 現在は東栄町）、 ちいら村（所在不明）、

いも河村（所在不明） などの村名がみられる。

美涙国ではせ気村(I¼!村、 美涙国武儀郡、 現在は関市）、 いくし村（生櫛村、 美涙国

武儀郡、 現在は美涙市）、 可さ可ミ村（笠神村、 美浪困武儀郡、 現在は美誤市） などの
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村名がみられる。

さて、 この文；作の慶長9年(1604)以降は、 江戸時代中期まで、 芦前寺衆徒による廻

柏配札活動や枡那楊の形成・展開過程を具体的に示す史料が全くみられず、 その実態は

未だ不明な点が多い。

3.2 芦絣寺宿坊家数の増加にともなう廻杞配札活動の拡大の可能性

芦餅寺文：内から芦11弁寺ー 山宿坊家の粁数の変造を追うと、 宿坊の総数は延宝2年

(1674)には 8 衆徒12神主で2011汗い） 、 延宝5年(1677)には 8 衆徒20社人で28軒,;)、 延

宝8年(1680)には7衆徒13社人で20軒 ,S)、 正徳2年(1712)には12衆徒15社人で27•1牙

191 ヽ 卒保期(1716~1735)頃には衆徒家と社人家の内沢は不明だが合わせて3211平01、 元

文2年(1737)には衆徒家と社人家の内沢は不明だが合わせて361I平＂ 、 宝府12年(1762)

には23衆徒15社人で3811平�':!)、 明和5年(1768)には23衆徒14社人で3711汗23) 、 安永9年

(1780)には24衆徒13社人で37•1平＂ 、 卒和元年(1801)には33衆徒5社人で3811肝:!S) とな

っている。

こうした宿坊家数の推移に対して、 その傾向を整理しておくと、 延宝2年0674)に

は、 芦前寺の宿坊家は20粁しかなかったが、 それらはその後培減を採り返しながらも次

第に増加し、 江戸時代中期までには概ね30'iff"1)1j後となっている。宝府12年(1762)以降、

宿坊家の総1牙数が37粁を下まわることはなかった。 さらに、 �£和元年(1801)以降、 33

衆徒 5 社人の内沢で総粁数が38粁に固定されている。 なお、 衆徒家と社人家の内沢に滸

目すると、 延宝期には衆徒家が s•I汗を上まわることはなく、 たえず社人家の方が多い。

江戸時代中期の正徳2年0712)でも若干社人家の粁数が上まわっている。 その後、 宝

府期以降は逆に衆徒家の11牙数が社人家のそれをたえず上まわるようになった。

以上みてきたように、 芦隙寺の宿坊家数は増減を繰り返しつつもと註和元年(1801)に

38粁に固定されるまで次第に培加しており、 おそらく、 それにともない廻柏配札活動を

行う宿坊家も徐々に材1加し、 彼らが形成する桁那場も日本各地へと展IJHしていったもの

と考えられる。

なお、 先ほと芦前寺衆徒による廻柁配札活動や板那場の形成・辰IJH過程は江戸時代中

期までその実態が不明であることを述べた。 しかし、 そうした活動そのものは、 彼らの

重要な宗教活動として継紐的に行われていたことが芦餅寺衆徒と岩隙寺衆徒の争論にI刈

する文：；'l'からうかがわれる;!,;) 。 すなわちその根拠を述べると、 芦餅寺衆徒と岩隙寺衆徒

は、 宝水6年(1709)から天保4年(1833)までの約125年1/IJ、 立山の宗教的権利をめ

ぐり激しく争論を採り返したが、 その争点となる項目のひとつに絶えず加質湘領国内外
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での廻校配札活動の権利があげられているからである。

ところで、 延宝2年(1674)の宿坊粁数は20粁であるが、 だからといって、 当時、 こ

のzoilrfの宿坊家全てが澁国に板那楊を形成し、廻杞配札活勁を行っていたとは限らない。

以前拙秘において、 江戸時代後期のij�例ではあるが、 実際に廻枡配札活動を行っていた

宿坊家の11牙数を推測したことがある:?7) 。 それによると、 江戸時代後期には様々な要限か

ら38粁の宿坊家のうち、 時期によって宿坊家の頻ぷれは変わるが、 およそ25軒からWI牙

の宿坊家は廻柏配札活勁を行っていたものの、 残りの13軒から10軒の宿坊家は行ってい

なかったことを指摘した。 こうした事例を考屈するならば、 延宝2年(1674)頃におい

ても、 20粁の全ての宿坊家が廻柏配札活動を行っていたとは考えにくく、 実際に行って

いた宿坊家の軒数はもう少し下まわるだろう。

3.3 江戸時代中期以降、桓那帳にみる杞那場と廻杞配札活動の実態

柏那楊の具体的な規校や枡家梢成などについては、 成立年代が確定している史料のう

えでは、 党保3年(1743)の芦餅寺権教坊の柏那帳281により、 ようやくその一端をうか

がうことができる。 文献史科上の権教坊の宿坊号の初出は、 正徳2年(1712)に芦Iliff-寺

衆徒 ． 社人が加質湘寺社奉行へ宛てた害き上げであり、同坊はその頃には確立していた。

同松那帳からは、 当時権教坊が飛騨国 ・ 尾張国 ． 辿江国・駿河国・相板国などの各地に

柏那瑞を形成し、 廻板配札活動を行っていたことがわかる。

さらに、 もう少し具体的に同坊の棺那場の実態を見ていくと、 衆徒が廻板した村々は

74村で、 信徒数は221名である。 ただし、 柏那板のなかで16村は信徒名を記戟せず村中

とのみ記載しており、 1 村に多数の信徒が存在したと考えられ、 現実的な信徒総数はこ

れよりもかなり多いとみられる。 なお信徒中、 庄屋が11名、 名主が7名含まれる。 また

各地の宿の総数は19粁である。

ー方、 これとは別に、 表題や所有者、 作成時期などの記載がみられない柏那軋茫で、

それに品載された配札地名から江戸及びその周辺国の武蔵国• 安房•国を柏那場として対

象にしているものが現存し、 これについては、 他の史科との考察で享保期(1716~1735) 

頃に成立したものと推測している。この板那板が対象とする板那場の実態をみていくと、

椋那板に記載された信徒数は延べ413人、 宿数は1811汗である。 なお、 このなかには同姓

名 ・ 同住所の信徒が11人含まれているので、 実質的信徒数は402人である。 また、 個別

信徒名ではなく、「村中」と品載された項目が 1件見られる。 ところで、 江戸及びその

周辺国を対象として、 享保期頃、 既に信徒数の面では江戸時代後期のそれとほぼ同等の

規校で柏那場が形成されているといった事実は、 さらに必然として芦絣寺衆徒によるこ
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の地域での杞那楊形成の起源がこの時期より遡ることを示唆し邸味深い。

以上みてきたように、 上記2冊の江戸時代中期の杞那板の内容から、 その頃までには

関東や東海地方に芦隙寺宿坊家の板那楊が閲拓・形成されていたことが確認できる。

ただし、 これらの柏那板の形態や桁那板に見られる記叔内容・品載様式からは、 江戸

時代中期の廻松配札活動の形態が江戸時代後期の形態ほど完成されたものではなかった

ことがうかがわれる。すなわち、江戸時代後期の柏那板には、 一般的に設符類をはじめ、

針や悦菜・楊枝・箸・元結・経帷子などの諸品の頒布に関する記叔、 あるいは血盆経納

経の予約に関する氾叔が頻槃に見られる。 しかし、 ここでとりあげた枡那板にはこうし

た品載が全く見られず、 ある慈味では江戸時代後期の廻柏配札活動における兵骨碩とも

いうべき強力な尚業活動的性格がそれほど強くは感じられないのである。

なお、 特に江戸及びその周辺国の柏那帳の内容分析から江戸時代中期の校那楊の領向

を指摘するならば、 師柏関係の形成について、 当時は比救的勧誘しやすい商人� 戦人・

新吉原閾係者などを主な対象人として進められ、 板那楊はこれらの人々が中核となって

支えていたようである。 その後、 江戸時代後期へと時代が進むにつれて桁那場で対象と

する信徒たちの坊分に硲臣や甜士たちの武士形の者も増加していき、 極端な部分では諦

大名や裔絨末期に老中を勤めた松平釆全（三河国西尾湘主）なと
‘‘

、 f;維閣大名のなかにも芦

餅寺宿坊家と師枡l¼J係を結ぶものが出てきたようである。 このように、 江戸の板那楊の

場合、江戸時代中期から後期にかけて、対象とする信徒の封分が次第に泊jまつていった。

以上、 本節では、 江戸時代中期における芦餅寺衆徒の枕那楊形成と廻板配札活動が、

江戸時代後期のそれと比恢すると、 板那拗の規校の点ではある程度近づいていたが、 対

象とする信徒の身分の面や尚棠的な面でまだまだ成然したものではなかったことを指摘

しておきたい。

3.4 先駆的な日光坊の廻栢配札活動と後発的な他宿坊家の廻祖配札活動

紺節で芦雌寺日光坊所蔵の凝袋 9 年 (1604) の断筒文：.'
T

-から、 この頃既に日光坊は尾

張国や三河国、 美浪国にその規板は不明だが板那楊を形成・保有していたことを指摘し

たが、 同坊は近世初頭頃から既に芦隙寺宿坊家のなかでは頭角をあらわしていたようで

ある。

天正11年 (1583) 年の芦絣寺文：苔30) には、 芦介中宮寺として別当（氏名はなし）や地

炭とともに日光坊の坊号が並記されており、 この頃既に同坊が存在していたことや芦餅

寺ー山において中核的な地位にいたこと、 越中国領主佐々成政とは同心関係にあったこ

となどがうかがわれる。 また、 天正14年 0586) の芦絣寺文害311 にも、 その宛て所とし

r、?l
 



富山県［如It栂物館］研究紀災 第10り 2003年3月

て日光坊の坊号が.l:j'I独で見られるので、 ここでも日光坊が芦絣寺ー山において中核的な

地位にいたことや佐々成政との何か特殊な関係がうかがわれる。 このような近世初頻の

日光坊の権勢と同坊が他の芦餅寺宿坊家に先駆けて、 おそらく比較的早い時期から越中

の外に松那場形成を閲始することができたこととのあいだには深いl見係があったように

思われる。

ところで、 日光坊は他の宿坊家に先駆けて柏那瑞を形成し廻校配札活動を行っていた

と考えられるが、 他の宿坊家はどうであったか。

そこで、 芦餅寺文：代から芦前寺ー山を構成する宿坊家の存在状況を幾つかの時期に区

切ってみていくと、 延宝2年(1674)には衆徒として実相坊・泉蔵坊・大泉坊. l氾泉

坊・教顛坊・玉仙坊・ 日光坊・金泉坊等、 神主として、 平左エ門・左平次・善兵衛・宗

兵脩・大枇守・権右エ門 ・与三右エ門・伴右エ門・筵左エ門・五郎兵衛• 吉右エl·"J . 吉

左エ門等の坊芳がみられる321。

なお、 この延宝2年(1764)には、 江戸時代後期に充実したも忙那楊形成及び廻柏配札

活動をみせる宝泉坊や福泉坊・権教坊・治迫坊・教蔵坊などの坊号はまだみられない。

江戸時代中期に入り、 正徳2年(1712)には衆徒として泉光坊・三学坊・日光坊・宝呆

坊・大仙坊・福泉坊・権教坊・実相坊・金呆坊・玉仙坊・泥泉坊・泉蔵坊らの坊号がみ

られるようになり、 延宝2年(1764)にはみられなかった上品の宝泉坊や福泉坊・権教

坊の坊号が加わっている33}。

さて、 芦餅寺各宿坊家の起源や変造を史料上明らかにすることはきわめて困難である

が、 宗l"J改板などの史科を参考とした上氾の宿坊号の変造などからその成立と確定を誰

測すると、 次のバタ ー ンが想定される。①日光坊などのように江戸時代前期には既に衆

徒家として確定しており、 そのまま硲末まで続＜宿坊家。 いわゆる芦雌寺では老舗的な

宿坊家。②成立当初から社人家だった宿坊家が、社号は江戸時代前期から中期にかけて、

あるいは中期から後期にかけてかわるものの、 社人家として硲末まで蔽＜もの。③いっ

の時期からかは不明だが、 社人家として成立していた宿坊家が江戸時代前期から中期に

かけて、 あるいは中期から後期にかけて衆徒家に転材し、 それ以後伝身することなく衆

徒家として確定し硲末期まで続＜もの。④江戸時代前期から中期にかけて、 あるいは中

期から後期にかけて全く新規に成立・確定した宿坊家。⑤大屈守のように江戸時代l前期

に成立していたが江戸時代中期までに廃絶した宿坊家。

このように、 こうした宿坊家の成立・確定といった観点で、 あくまでも、 各時期の宗

門改板なと
‘｀

に衆徒家として確定して坊号が出てくることで、 各宿坊家を時期的に区分す

ると、 芦11弁寺の宿坊家の確定は概ね時期的には3段階に分けることができよう。 まずは
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延宝2年(1674)の:;1 ::き上げに出てくる日光坊や泉蔵坊、 大仙坊らの一 群である。 さて、

ここで棟味深いのは、 日光坊·泉蔵坊・大仙坊は、 いずれもが江戸時代から昭和時代ま

で、 束悔地方（各宿坊は知多半島にも柏那場を形成してた）に柏那楊を形成していた宿

坊家である点である。 芦ii府寺宿坊家のなかでも、 古＜から存在が確認できる宿坊家は東

悔地方に柏那楊を形成していたことは、 後ほどそれについて言及するが、 芦前寺宿坊家

の杭那楊形成過程を考える際に、 ひじょうに巫！災な慈味をもつのである。

次に正徳2年(1712)の：内き上げに出てくる宝泉坊・福泉坊・権教坊らの 一群や享和

元年(1801)の：，I筵き上げに出てくる善迫坊らの 一群である。 これらのなかで、 福泉坊・

椛教坊・必追坊らは、 江戸時代中期以降、 いずれも束悔地方で校那楊を形成していた宿

坊家であり、 相変わらず、 芦 11弁寺宿坊家の柏那楊は束海地方に似＜形成される傾向がみ

られるが、 その 一方では、 宝泉坊のように江戸で松那楊を形成する宿坊家もみられるよ

うになる。

以上、 芦餅寺の宿坊家の確定は概ね3段階に分けられることを汲明してきたが、 これ

を整理すると、 ①江戸時代前期には既に衆徒として確定してしまつていた日光坊などの

宿坊家、 ②江戸時代前期から江戸時代中期にかけて確定した宝泉坊や福泉坊・椛教坊な

どの宿坊家、 ③江戸時代中期から江戸時代後期にかけてようやく確定した宿坊家、 とい

った具合である。 そして、 おそらく、 こうした宿坊家の増加・確定にともない、 芦餅寺

衆徒の廻柏配札活動は拡大していった。 すなわち、 芦前寺宿坊家の板那場形成と廻松配

札活動は、 どの宿坊家もが一斉にそれを始めたのではなく、 最初は日光坊などの 一部の

宿坊家が、 おそらく束海地方辺りで柏那楊を形成していたのが始まりだったであろう。

そして、 後発的に確定した宿坊家も日光坊らと同様の活動を行うようになり、 その柏那

楊も既に先行の宿坊家がl開拓・形成していた束梅地方を基盤にしながらも、 次第に甲

信・1処束などの地域に新規の枕那楊をHり拓・形成するようになっていったと考えられ

る。

4 富士・白山先逹と日光坊が重複して栢那場を形成していた尾張国知多郡

鈴渓査科館には、 前述の延宝4年(1676)「三抑定之通」以外にも、 元禄2年(1689)

当時の三山浴jl定にI処して、 以下のA ・ B (写兵2、 その1~4)·Cの古文：］団史科がみ

られる。 すなわち、 それは知多郡‘常沿の松栄寺と心：I, 滋寺（いずれも天台宗の寺院）との

あいだに生じていた三山神定をめぐる争論についての文：，作である。 以下、 当該文苫を翻

刻し、 その内容を検討していきたい。
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［史科A]

鈴渓没科館所蔵史科「（富士・白山両先逹争論につき：占状）（元禄2年〔168釘5月4日、

阿野村益激寺→大谷・小鈴谷同迫衆中）」（「盛田家文：占J XVI2)。

―t·1茎致啓候。 然者炎令之伺、 証士御参詣御奇特之至二存候。 就夫白山・貨士之両先

逹度々及争論候二付、 本寺よ里、 向後先逹之儀互二う者
ゞ

い申lllJ敷候と謡文下シ[iii'.

被申候。 直士ー山斗御参詣被成候者別儀も無御座候。 若立山・白山へ御心指毛御座

候者、 腐士先逹之分斗二而、 白山先逹へ御断無御座候而、 向後立・白山へ御参詣御

無用二候。 若被成度候者、 白山先逹へ御指入被追御参詣可然候。 左も無御座候ヘハ

又両寺之争論相おこ里申事二候。 面々之持分之先逹を近年互二う者
・

い申故、 争論

不止候。 右之通證文下シ骰被申候故、 為御断申進候。 以上。

五月四日

阿野記j讃寺

大谷・小鈴谷御同迫衆中

上記の文：内は元禄2年(1総9) 5月4日に知多郡阿野村の邸澁寺から同郡大谷村と小

鈴谷村の同迫衆中に宛てられた：占状である。 この文ほから、 元緑2年(1689)当時、 白

山先逹と貨士先逹が白山禅定や窪士山袢定の近者に対する先逹の権利をめぐって、 度々

争論を引き起こしていたことがわかる。 白山先逹の；〇j讃寺が知多郡大谷や小鈴谷の追者

たちに対し、 彼らが宜士山やji定だけを行うのであれば特に問題はないが、 もし立山や白

山も含めた三山衿ji定を行うつもりであれば、 それを窃士先逹にだけことわって、 白山先

逹にことわらないままに行ってはならず、 それを行いたければ邸澁寺などの白山先逹に

もことわりを入れておかなければならないことを伝えている。 さもないと、 窃士先逹と

白山先逹のあいだで争品が起こる可能性があったからである。

（史科B】

鈴渓森科 館所蔵史科「北（富士・白山両先逹争論につき願上）（元禄2年7月 知多郡

大野村松栄寺～本寺密蔵院）」（「盛田家文杏J XVI3)。
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一、 先年も奉頻上候通、 根豆志九ヶ村井近辺廿ヶ村餘之分盆士洲原先逹者松栄寺、

右九ヶ村白山先逹ハ祐j讃寺二而御座候艇、 折々及争論申付、 先御代俯正様中も奉穎
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上、 先年之通松栄寺富士先逹仕筈二被為仰付其以後別条無御座候艇二、 三年以詢卯

之年亦申分出来仕候付奉顧上候得ハ、弥以貨士先逹者松栄寺、白山先逹者邸讃寺仕、

以後御染合申間敷旨御諏状被下骰、 其上両寺5手形迄指上、 以後申分無御座様二

被為仰付被下、 先以難有奉存罷有候。 然虐、 当六月硲讃寺三井ji定之迫者を窃士 l5

先逹仕候を私（拙俯）弟子正行院窃士先逹仕罷越絶頭二而硲讃寺二対面仕罷婦申候。

殊山城・大和・三州・辿州等迄数ヶ国者大宮・村山迎り登山仕筈二公義御定二御座

候故、 右国々者其御旨を相守米り候鹿、 祐j滋寺此度右御定を破り春者志り口5登

山仕候。 此儀者山上5も詮謡等御座候而硲讃寺越度之旨手形仕罷帰候由承知仕候。

兼々も申上i筏候通、 右村々三禅定仕候節ハ銘々先逹相頻申低も不罷成候故、 先逹ヽーと

人カロて窃士先逹ハ窃士 15 参、 白山先逹ハ白山 15 参候段、 右村々先年 15 定り申古法

二御座候。 然故三禅定之節、 松栄寺者窃士 15 先逹仕候付、 富士辺者と申候。 硲讃

寺ハ先年も度々白山5先逹仕候付、 白山迫者と申候。 其上拙俯弟子正行院此度富

士下向之節山本大鋭坊二例之通一宿仕候得ハ、 大鋭坊被申候ハ、 三禅定先逹之儀祐i

讃寺引米り候者白山5相初メ可申儀を貨士5初メ申段、 以之外之無作法二候二、

亦□ (1字難盗）裏口5参候段二巫之不届キニ候由之被申方協二正行院承届ヶ罷

帰申候。 如此相究リ候古法、 殊二者持分窃士辺をも憚り不申。 此度硲澁寺窃士5

先逹仕候段、 松栄寺及大破可申旨相見江何共迷惑仕候。 被為分円召三神定其先逹之

山5相初メ候様二被為仰付被下候者難有可奉存候。 以上。

元禄弐年巳ノ七月

知多郡大野村松栄寺

御本寺密蔵院様

この古文害の内容をみていくと、 窃士山須原先逹は大野村の松栄寺が勤め、 ー方、 白

山先逹は阿野村の応j滋寺が勤めていたことがわかる。 元禄2年(1689) 6月、i',ふ函寺

（白山先逹）が先逹として三山やji定の追者を硲士山より甜いたが、 同じく松栄寺（富士

先逹）の弟子正行院が先逹として腐士山に迫者を祁いた際に、 山頂でj•,:s滋寺と対面する

ところとなった。 当時、 公儀の定めにより山城国· 大和国・三河国．辿江国などまでの

数力国からの迫者は大宮・村山を迎り登山することが決まつており、 これらの国々の迫

者はそれを守っていた。 しかし、 この度、 沿j澁寺はこの定めを破り、 富士山の須走口よ

り登山した。 これについては貨士山の山上でも詮議が行われ、 j•,'.;j讃寺に辿法行為があっ

たので同寺が手形を出して帰っている。 そのことを松栄寺は承知しているという。 かね

がね申し上げる通り、 山城国・大和国・三河国．辿江国などの村々の迫者が三山神定を
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行う際には、 近者の銘々が先逹を頼んではいけないことになっていた。先逹は一人だけ

頓み、 富士先逹の場合は富士山より参詣し、 白山先逹の楊合は白山より参詣しなければ

ならないことは、 •f前述の村々では先年定まった古法である。それゆえ、 松栄寺は証士山

より先逹を行わなければならず、 その引率される道者たちは窟士迫者というのである。

沿;,;伐寺は先年も度々白山より先逹を行っているので、 その引率する追者たちを白山迫者

というのである。松栄寺の弟子の正行院が邸士山を訪れた際、 地元村山の大鋭坊が指摘

するには、 三山抑定の際、 沿j滋寺は白山先逹であるから、 本来、 白山より廻って禅定登

山をはじめなければならないところ、 この度邸讃寺が富士山より廻って禅定登山をはじ

めていること（ま不作法といえる。 また淡口（大宮・村山ではなくて、 須走口から入山し

た）より入山していることは二重に不届きであるという。硲滋寺がこの度、 窃士山より

神定登山を行ったことの背菜には、 松栄寺が大破していることを後目に行っていること

がうかがわれ、 松栄寺としてはなんとも迷惑なことである。

さて、 以上みてきたように、 この文杏の内容は松栄寺が本寺の密蔵院に訟j滋寺の迩法

行為とそれによる自寺の苦桜を訴えているといったものである。 この文杏を説み込んで

解釈すると、 富士山ギji.定と白山押定がそれぞれ地元の先逹寺院によって確立していると

ころに立山禅定も加わって三山禅定が成立したものと推測される。 その廻り方も窃士先

逹は富士より廻り、 白山先逹は白山より廻るといったコ ー スが古法によって定まつてい

たことがわかる。

【史科C]

鈴渓査科館所蔵史料「（窃士 ・ 白山両先逹につき争論）（元禄2年8月 天台宗邸讃寺）」

（「盛田家文叫XVI4)。

ー、当夏同郡大野村松栄寺と出入二付、？ぶ滋寺旦方知多郡西根豆志庄八ヶ村立合三

神定参詣之相段致候様二往古之通、心j汲寺を祈願先逹共二頼可申と相極申候様少も

相辿無御座候。為後日以て如件。

元禄弐年巳之八月

天台宗訟j讃寺

この文：占から元禄2年(1689)当時、 知多郡西根豆志庄の8村は白山先逹硲讃寺の柏

那場で、当地の追者が三山禅定を行う際には、 祐j讃寺と相談していたことがわかる。
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さて、 上品の B · C の文：ばにみられる大野村の天台宗松栄寺と芦峨寺衆徒は関係をも

っていたことが、 芦絣寺ー山会の古記録からうかがわれる。 天保 3 年 (1832) の「立山

大権現他国出IJH帳井岩餅寺新規同配札御指留之出訟組・占井二始末御行方済口御笛：苫等オロ

（天保3年）J.I) の一節により、 昔から、 松栄寺の富士先逹が三山禅定で立山を訪れた際に

は、 芦餅寺に宿泊していたことがわかる。

ところで、 津田数彦氏は、 小林一炎氏の論文を引用しながら知多郡阿久比町卯ノ山最

勝寺が三山禅頂の先逹を勤めていたことを指摘し、 さらに、 その最勝寺に地元の1杓侶が

制作した立山位荼羅（立山位荼羅最勝寺本） が残っており、 当地で柏那場を形成してい

た日光坊や大仙坊などの芦餅寺衆徒と最勝寺の御師との何らかのかかわりを推測されて

いるお） 。 最勝寺は大円山と号し、 天台宗寺院である。 寺伝によれば、 白以 3 年行基の lif.l

創で、[J肌］山は光円、 初め珍上山iも泉寺と称し修験道を兼ね吉野喜蔵院末寺であったが、

宝暦 3 年 (1753) 修験迫を離れ、 三号寺号を現名に改めた叫なお、 この阿久比に関す

る文祁として、 永禄12年 (1569) 12月吉日の経 l{rJ坊良雄柏那等譲状に「柏那所尾州智多

郡あくい大坊」の記叔がみられ、 白山中宮美談長沌寺経llrl坊配下の先逹として知多郡に

9 か所、 名古屋に 5 か所、 辿江国に 6 か所の板那在所をもっていたことがわかり37) 、 こ

の頃から既に阿久比に白山先逹が存在していたことがうかがわれる。

ー方、 前？筏で芦峨寺日光坊所蔵の｝必長9年 (1604) の断筒文：苫から、 この頃芦Ul/f寺衆

徒の日光坊や与十郎が尾張困や三河国、 美涙国にその規校は不明だが枕那楊を形成・保

有していたことを確認した。 そして、 同文：占に記載された日光坊の柏那場の村名のうち

判説可能なものを芥きあげると、 尾張国では大佐と村（大里村、 尾張国知多郡、 現在は

東海市）、 者年村（羽根村、 尾張国知多郡、 現在は知多市）、 飛な可村（日蛉村、 尾張国

知多郡、 現在は知多市）、 おうの村（大野村、 尾張国知多郡、 現在は常滑市）、 口志や村

（鍛冶座村か？、 尾張国知多郡、 現在は知多市）、 とこな免四村（常沿4村、 尾張固知多

郡、 現在は常沿市）、 あの村（阿野村、 尾張国知多郡、 現在は常沿市）、 きすし七村（根

豆志 7 村、 尾版国知多郡、 現在は常沿市）、 むき村（椋原村か？尾張国知多郡、 現在は

阿久比町） などの村名がみられる。

ところで、 これらの村々はいずれも知多郡に所在し、 なおかつ上品の天台宗松栄寺が

所在する大野村、 天台宗硲讃寺が所在する阿野村、 ？揺讃寺の柏那場の根豆志村、 天台宗

泣勝寺が所在する椋原村などが含まれている。 いわば証士先逹の松栄寺や白山先逹の翡

讃寺、 白山先逹の最勝寺などが柏那瑞を形成していた村々に芦餅寺日光坊も板那楊を形

成して、 当地で廻柏配札活動を行っているのである。 日光坊衆徒とすれば、 盆士先逹の

松栄寺や白山先逹の記j讃寺・最勝寺などの活勁により窟士山や白山の禅定登山の風習が

35 



富山県（立山栂物館］研究紀＇災 第10号 2003年3月

根付き、 道者や講組織が存在するいわゆる板那楊だからこそ、 立山の袢定登山も受容さ

れる可能性が邸いと考え、 在地の先迷たちとの交流・提携ももくろみながら、 意区l的に

この地域への進出を試みたのではなかろうか。

以前、 拙稿で明治時代の日光坊の尾張国の柏那楊を提示したがお1、 それはまた江戸時

代後期の状況でもあるわけだが、 それによると、 同坊の松那楊は尾板国の知多郡だけで

はなく、 愛知郡や海束郡• 海西郡にも広く分布している。 しかし、］必長9年(1604)頃

には、 尾張国では知多郡にのみ枕那瑞が形成されており、 日光坊は、 おそらく、 まさに

この地域から柏那楊形成をはじめたことが推測されるのである。

5 延宝4年「三禅定之通」にみられる富士御師と日光坊

前述の延宝4年(1676)「三禅定之通」にみられる巡拝コ ー スは、 証士山禅定～立山

禅定～白山禅定の順番で設定されているが、•Hii序で指摘した、 窃士先逹は盆士山押定よ

り行うといった内容に基づき、 同史料にみられるコ ー スは富士先逹の影評下によるもの

であることがわかる。 そこで、 この史科の内容から、 三山禅定にかかわっていた貨士御

師に沿目したい。

それに先立ち、 同史料における窃士禅定登山と立山抑定登山を含む越中国に直接関わ

る部分を抜枠して翻刻しておきたい。

【①富士山に閲する部分】

同岩本へ弐里
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同大宮へ三里

I五十五里

大宮者御炊坊へ右

山役六追銭三十六文

者たご壱飯二付

百文荷物甲斐

府中迄送り

御窃士山ふもと

大宮5

村山へを里半

村山者大鋭坊
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一夜泊り山役者た

ご銭者弐百

三十弐文

荷物五百文口(1字難説）者無任也

即大鏡坊者

たごかごの切手

取可申候·J..:

富士山御山之内

村山 5 中口迄三里

始ハ馬二釆てよし

中口 5 大日堂迄

弐里半皆人此堂ニ

（二と）泊りし大日の室5

壱里行ふちゃう可たけの室有

此室二必泊り而吉

ふちゃう可たけ 5

八ようへ三里

此lllJ志ら山八よう5

かいの吉田迄十里

メ十七り半御山之内

富士山うらのふ毛と

可いの国吉田 5

川口迄弐里

【②越中に関する部分】

同とまりへ弐里

同よこ山へ弐里

同入せんへも里

越中内

入せん 5

＜ツかけへ弐里

大かわ有。 上へまわり候事
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同三日ーヘ弐里

38 

午ノ六月廿四日1月滸

同おふ注へ三里

おふ津 船5廿日朝 四日日光坊来る

同かみ ー四里

此内二大川有

かミ ー5

岩愈へ三里

午ノ六月廿四日済

同足念へ弐里半

此内二大川布馬二のりてよし

メ百五里

同日光坊二滸

荷物三匁二而払也

足介5此間二室ない

立山室へ九里有

此程早朝二行よし

午ノ六月廿五日御山

室5御前へ

六月廿一日室5御•,jijへ

也里 翌日ちこく

神定致又室ニ一夜

同廿二日御山

泊り申度物也日光坊

者□□ (2字難説）ニテよし

皆人翌日足倉へ

泊りし殊之他せ

わしたく日光坊二五百

六十一 文之者たこ銭

足愈5此日光坊二三月迄なし

御山之内上下共二弐十里

足倉へ弐里半
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岩蔵5

戸山へ四里

午ノ六月廿六日とまり

同小杉へ三里半

此1/lj舟者し有

小杉5盛岡へ二里

此lllJ口口(2字難説）者い所有宿迄

つ辿て参不申□□ (2字難説）物

ロロ (2字難説）こ不申

六月廿七日夕と

i'揺fit] 6川なか辿

ゆ寿るきへ四里

さて、 上記の内容において特に注目すべき点は、 窃士山の禅定登山で登楊する臼士山

大宮御師の御炊坊と富士山村山御師の大鋭坊、 さらに立山芦II府寺御師の日光坊について

である。

この史料における三山禅定は富士山禅定登山から始まり、 右回りで進んでいる。 そし

て、 富士山側の追者の受け手は上記のごとく富士山大宮御師の御炊坊・富士山村山御師

の大鋭坊であるので、 前添の文杏Bの内容とも合わせて考えると、 宜士先逹の祁くコー

スとなっているのである（ちなみに白山先逹の楊合は逆コ ー スをとる）。

前来で芦餅寺日光坊が江戸時代後期の記録により、 それ以前から宜士先逹と提携して

いたことを指摘したが、 それゆえ、 この史科における立山側での迫者の受け手として日

光坊が登場するのも納得できる。 この史料をみていくと、 窟士おji定を終え甲斐国 ・ 信涙

国 ・ 越後国と順拝してきた迫者を、 日光坊が魚津で出迎えている。 このように、 道者の

到済期日を日光坊が事fi,jに知っていて、 それを出迎えているのである。 すなわち、 東海

地方の近者が三山禅定を行う際、 道者の立山への到苅に先立ち、::『前に迫者や先逹をは

じめ、 例えば御炊坊や大鏡坊らの御師たちと日光坊が連絡をとりあっていた可能性もあ

る。

近年、 富士信仰に詳しい堀内兵氏は、 氏の研究39} において、 上記の史料にも登場する

大宮の御炊坊に伝わる柏那板「永正九年(1512)之古 I販写jを分析し、 それにみられる

辺者拗の分布傾向について、「道者場は、 駿河では山西（志太郡） に、 迫江は旧佐野郡

付近や今日の浜松市周辺に集中する傾向がみられる。同様に、 三河は設楽・八名両郡下、
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尼張は現 ・ 名古足市守山区付近（春日井郡）と知多半品、 および丹羽郡から中島郡下、

伊勢では伊努紡沿岸祁に分布が認められる。 美訟は束浪地方に似在し、 信涙は奥1'トl迫に

沿って迫者楊が存在したことが分かる。」とされている。

阿じく御炊坊に伝わる1必長17年(1612)から1妥安元年(1648)に至る道者付I販の分析

も行っている。 それによると、 その表紙には、「参州、 尾州、 談州、 侶州語国」とある

が、 実際には浪州（美涙）分の追者は記載されていない。 その中では、 三ナ1-1 (三河）は

設楽郡の以来寺 ・ 深j','(や八名郡下に狛中し、 尾州（尾張）では春日井郡と知多半島に分

布が認められる。 伝州（信涙）のそれは辿江に接する伊那郡の辿山周辺にあり、 御炊坊

の中世以米の迫者場がそのまま継承されている。

ー方、 同じく上品の史科に登拗する芦隙寺日光坊も慶長9年(1604)の断筒文：�;:から

当時、 美涙 ・ 尾張 ・ 三河に板那楊の村々をかかえていたことがうかがわれる。 また、 近

世後期の日光坊の枡那板をみていくと、 同坊の松那楊は尾板国の熱田や知多半島で形成

されている。 このように、 御炊坊と日光坊の柏那場の分布には共辿性がみられるのであ

る。 こうしたことから、 江戸時代初期には、 例えば富士御師の御炊坊と立山御師の日光

坊とのあいだには、 知多半島などの板那楊の重複や三山神定での提挑を迎して御師同士

のネットワ ー クが成立していたものと、 さらにそうした関係は中世に遡るものと推測さ

れる。

おわりに

芦絣寺衆徒が諸国で形成した杭那拗は、 衆徒たちがそうした活動を行いだした当初か

ら日本各地に広がりをもっていたものではなく、 江戸時代l前期以降、 それ以祁には既に

中部・東悔地方の人々のあいだで定済していた富士山 ・立山・白山を巡拝する三山押定

の影秤も受けながら、 次第に拡大していったと思われる。 例えば、 日光坊などによって、

飛師街迫を利用しての中部・東海地方の杭那場開拓 ・ 形成が先行的に行われ、 さらに後

発的な宿坊家も既存の三山ネ限定ル ー トにともなうその信仰［な1を活用しながら、 北固街道

や中山近を活用しての1児束までの、 あるいはl即東での板那楊開拓・形成が進んだ。 それ

は三山神定の巡拝コ ー スが江戸から日光のあたりまでへと、 拡板してい＜こととも辿動

していると思われる。

以上、 本秘の結論を炭略したが、 以下もう少し具体的に本秘の結論を提示しておきた

ぃ。 芦齢寺の宿坊家のなかでは、 日光坊が美淡国 ・ 尾板国・ 三河国のあたりに他の宿坊

家よりも先駆けて校那楊をIJfl拓・形成し、 廻板配札活動を行っていたと考えられる（日
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光坊の場合、 9必必9年(1604)には東悔地方にt'·/那場が形成されていた）。 それによっ

て芦餅寺と束悔地方にパイプができる。

ー方、 束海地方では、 日光坊などの芦餅寺衆徒が進出する以前から、 貨士先逹が富士

山衿jl定登山のスタイルを、 ー方白山先逹が白山ギjl定登山のスタイルをそれぞれ確立して

いた。 そのうち小林氏が指摘するように窃士山と白山の二山神定が成立し、 さらに、 東

海地方で柏那楊を形成し廻板配札活動を行いだした、 例えば日光坊などの芦餅寺衆徒と

こうした束海地方の窃士先逹とが関係をもつようになり、 江戸時代前期までには三山やji.

定のコ ー スが確立することとなった。

次に、 芦前寺では、 その後、 後発的に柏那楊の1井］拓・形成しようとする宿坊家が次第

に増加していく。 その際、 彼らは、 既存の三山抑定のコ ースが富士信仰や白山位仰とと

もに立山信仰の信仰［叫ともいえることから、 そのような地域での勧進布教活動を足がか

りに松那場形成をさらに進展させていった。 さらに江戸時代中期以降から江戸時代後期

に向けて三山抑定のコ ースが江戸や日光をも含めて拡大していくのと同楼するように、

芦絣寺衆徒の柏那場形成の地域も束海地方だけにとどまらず、 特に関東方面へも拡大し

ていった。

このように、芦耕寺衆徒の枡那場形成過程は三山神定と密接に関係しているのである。

先にも指摘したが、 盛田家文：， 1 r-の白山御師と証士御師との争論の文：占より、 白山信仰・

富士伝仰が確立しているなかに、 立山信仰が加わってきたことがわかるのである。 三山

禅定コ ー スの確立により、 それに合わせるように、 芦雌寺衆徒の柏那揚は形成されてい

った。特に束海地方では、 当地の人々の窃士山や白山とともに立山を志向する気持ちと、

芦絣寺衆徒の当地に柏那拗を1開拓・形成したいという気持ちが阻なって、 いわば両方の

意識のもとに談密な柏那楊が形成されることになったのである。

註

l)拙若「近世立山信仰の展開一加賀稲芦隙寺衆徒の柏那場形成と配札ー （近世史研究

汲，'n)」（岩田占院、 2002年5月）。

2)「三岳記行」（池大雅彩・宝府10年(1760) · 京都国立栂物館所蔵）。 南画家で著

名な池大雅は2度にわたり立山fji定登山を行っている。 宝!rllO年(1760)のおり、 登

拝に1月する子細な氾録である 「山岳記行jを執憎し、 その中に立山、錬岳、 別山など

述山のなめらかな箪致によるスケッチ画を残す。 窃山県［立山栂物館］編�r霊山巡

澁 立山にみる遊．姿・悠（立山
t
恵物館平成7年度特別企画展解汲路］録）j (富山県
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［立山卜ぶ物館］、 1995年6月）に同史科の写兵が掲載されている。

3)「三の山廻J (尾張浙士芳・ 文政6年(1823) · 国立国会図杏館所蔵）。 23.5cm x

17.0cm。 ある尾痴俗士が記す。 文政6年(1823)年、 白山・立山・富士山を巡詣した

ときの追中品録。「三の山廻」（柏本龍也紺「越中紀行文鋲（越中森料尖成10)j所収、

577~588頁、 桂杏房、 1994年4月） に、 越中国に関する部分の翻刻文（脱瀬減氏「三

の山廻とその解説」（「富山史坂 67·68号j所収〕の内容を転載している）が掲載さ

れている。 前掲内「虚山巡詣 立山にみる遊．姿・悠」には、 立山に関するくだりの

写兵が掲載されている。

4 )「三山道中記 文政六年未六月八日日J(大府村平七芳・文政6年(1823)· 愛知県

大府市個人所蔵）。 12.5cm x 34.0cm。 尾張国知多郡大府村平七が品す。 大府村の百姓

13名が51日を股やして白山・立山・富士山を巡孟したときの迫中記録。 前掲古r虚山

巡詣 立山にみる遊·姿・悠」には、 表紙と越中国に関する部分の写兵及び翻刻文、

さらに同史科から内容を分析して作成した行程図が掲載されている。 同史科の内容分

析としては、 前掲苫「虚山巡詣 立山にみる遊・姿・悠」に所収された米原箆「社寺

参詣の旅」 がある。

5)小林一荼「「三山神定」 について」(fまつり31号」所収、 51~56頁、 1978年6月）。

小林氏は、 近世には美涙・尾張・三河・迫江の 4カ国で三山禅定が行われていたこと、

白山側の史科ではその三山押定の初見は延宝8年(1680)であることを指摘している。

また、 白山美涙馬楊の経聞坊が所蔵する 「白山御参詣之帳jの記述を引用し、 宝永元

年(1704)から延享4 年(1747)に至る44年のあいだに行われた三山禅定の37例を提

示している。 さらに、 小林氏は、 三山神定に先立って二神定（窟士山と白山の二つの

山に禅定することの意味）の形があったと推測している。

6) j•,':j瀬重雄「富士山 ・白山・立山の三山おji.定」（「立山信仰の歴史と文化(i',ふ瀕巫雄文

化史論狛1 )J所収、 82~106頁、 名若出版、 1981年3月3日）。

7) i半田設彦「尾張地方の立山信仰」（
・

Hii掲苦f虚山巡詣一立山にみる遊·姿·悠J所

収、 2~3頁）。

8) i上田数彦「知多地方の立山信仰」(f研究紀要�o.20.1所収、 8~26頁、 半田市立栂物

館、 1999年3月）。 鈴渓査科館（愛知県常沿市）所蔵の延宝4 年(1676)「三神定之通j

については、 津田氏より史科の提供と御教示をいただいた。

9)邸瀬巫雄氏がここで示す史科は、「長瀧寺兵鑑正甜 下券」のことであろう。「白山

史科集（下巻）」は越前j・美涙馬楊関係の白山信仰および争論に関する古文：四：． 品録

を収録したものであるが、 そのなかの宝舵坊（岐阜県郡上郡白島町長沌） 所蔵史科に、

42 



福江 充／窃士山・立山・白山の三山拌定と芦餅寺宿坊家の柁那場形成過程

上記の「長瀧寺兵鑑正紺 下巻」 が収められており、 その延宝8年(1680) の条に

「七月、 白山参詣之迫者、 表参三州・尾州ヨリ百二三十人、 遠州三禅定百五十人余、

三州 ・ 尾州ヨリ三禅定順礼多在之、 都合三百五十人余、 七月二十三日迄二通リ申候、

～（後略） ～」 と見られる。 これによると、 この年、 迫江の三禅定の迫者が1 5 0名、

また、 三河・尾張の三神定の近者が多数いたことが窺われる。「長訛寺兵鑑正組 下

巻（延宝8年の条）」（下出紹典監修・金沢大学文学部内日本海文化研究室編「白山史

料梨 下巻（日本海文化叢：葬 第5巻）」所収、 212頁、 石JI I県立図苫館協会、 1987年

3月25日）。

10 )「三井ji定之迎 延宝四年六月吉日 盛田久左術門」（盛田家文杏X VI26、 鈴渓査料館

（愛知県‘常滑市小鈴谷字亀井戸4〕所蔵） 19.0cm x 9.0cm。

11)「 ー山旧記控」（痰瀬減編 「越中立山古品録 笏1咎」所収、 27頁、 立山開発鉄近株

式会社、 1989年9月20日）。 立山芦絣寺の衆徒・神主が延宝2 年(167 4) 8月15日付け

で加賀滞寺社奉行の永原左京・笹原織部に宛てて提出した杏き上げ。「 ～（前略） ～

右如申上ル芦絣之庄立山中宮儡堂と申は日本三禅定之ー山二而御座候故、 ～（後略）

12)「ー 山旧記控」（「越中立山古記録 第1 巻」所収、 18頁）。 立山芦齢寺の衆徒・神主

が延宝 3年(1675) 4月付けで加質溜郡奉行石黒源右衛門・ 山村市十郎に宛てて提出

した：；！｝：き上げ。「～（前略） ～右申上ル趣、 臨前之庄立山中宮饂堂卜申ハ、 日本二三

押定之ー 山二御座候故、 ～ （攻略） ～」。

13)「 ー山旧記控」（『越中立山古品録 第1巻』所収、 23頁）。 岩,,弁寺が延宝5年(1677)

4月28日付けで加賀帝に宛てて提出した岩雌寺翡物成に関する杏類の芦絣寺側の写

し。「ー立山大権現は伊非卸若命 ・ 刀尾天神。 御本地は阿弥陀如来．不動明王。 新拝主

給諸堂数四拾七社。 谷ニハー百三拾六地紐現目前、 日本三禅定之峯二而御座候。」。

14)拙芳『立山信仰と立山及荼羅一芦餅寺衆徒の勧進活動ー（日本宗教民俗菜 ：芥4).l

（岩田：；杯院、 1998年 4月）。

15)「芦餅寺日光坊文苦」（「立山町史別冊j所収、 3頁、 立山町、 1984年 2 月）。

16)脱瀬，一成編「越中立山古記録 第1巻」(28頁）。

17)脳瀬誠編「越中立山古記録 第1巻j(25~26頁）。

18)脳瀬誠甜f越中立山古記録 策3巻」(50~51頁、 立山開発鉄迫株式会社、 1991年

10月）。

19)硲瀬保編「越中立山古記録 策4巻』(75頁、 立山開発鉄追株式会社、 1992年6月）。

20)「芦絣寺文杏84」（木倉数信枷「越中立山古文杏」所収、 40頁、 国杏刊行会、 1982
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年 6月）。

21)「芦隙寺文：ぽ85」 (r越中立山古文：；'r-J所収、 40頁·41頁）。

22)「宗門御改帳 立山芦雌寺（宝歴12年）」（芦絣寺雄山神社所蔵）。

23)「人蒻改l販 立山芦絣寺（明和5年）」（芦餅寺雄山神社所蔵）。

24)「人払�改板 立山芦隙寺（安水9年）」（芦隙寺雄山神社所蔵）。

25)「芦雌寺文杏119」(「越中立山古文害」所収、 55頁·56頁）。

26)拙松「立山衆徒の勧進活動と立山位荼羅」（「立山信仰と立山位荼羅一芦朗寺衆徒の

勧進活動」所収、 115~136頁）。

27)拙著「近世立山信仰の殷I・;�]-加質湘芦l愉寺衆徒の板那楊形成と配札ー」(424頁．

425頁）。

28)「松那板 立山権教坊突保三癸亥九月」（芦餅寺雄山神社所蔵）。 この柏那板の内容

の分析については、 拙稿「立山山麗芦餅寺宿坊家の棺那板にみる立山信仰 」（「近世立

山信仰の屈渕一加賀甜芦餅寺衆徒の板那楊形成と配札ー」所収、 29~70頁）を参照の

こと 。

29)旧蔵宿坊家不明の江戸・武蔵• 安船の各国を対象とする板那帳（芦絣寺雄山神社所

蔵）。 この柏那帳の内容の分析については、 拙秘「江戸時代中期江戸の立山信仰」

（「近世立山侶仰の展耕］一加賀器芦絣寺衆徒の松那楊形成と配札ー」所収、 247~270頁）

を参照のこと 。

30)「芦絣寺文：,1r-22」(「越中立山古文：;t
r
-」所収、 11頁・12頁）。

31)「芦餅寺文：；1�25」(「越中立山古文：；1::」所収、 13頁）。

32)脱瀬減編「越中立山古記録 第1巻 .I(28頁）。

33) ,:::; 瀬保組「越中立山古記録 第4巻J (75頁）。

34)「立山大権現他国出閲板井岩蛉寺新規同配札御指留之出訟穎:;-1� 井二始末御宥方済口

御両'i肉等担（天保3年）」（版瀬減組「越中立山古記録 第1巻j所収、 145頁）。

ー同年、 尾州城下浄土宗栄国寺出IJH飯、 明星坊・円林坊等之人数、 右取組人等相企、

頻沖御泰行所へ差上候処、 加質守様御三奉行所御免状御添：,, 只之文段等、 不似合之趣有

之、 何角疑敷株二付、 御聞済無御座、 御察当相菜リ引退候。 此段ハ此方坊中 年々t�I廻

拗所二付、 逐一槌二見llH仕居申候 。

ー同年同国知多郡大野村京立寺IJf�I阪、 取企人明品坊始取組仕リ候得共、 隣寺松栄寺義

ハ往哲5芦餅寺二宿坊有之二付、 彼方へ手寄、 開帳可被致候、 此方へ御頻之儀如何二

候哉と再三被相断候段、 悔二隣寺之松栄寺5委細承知仕骰御座候。

※昔から、 松栄寺の窟士須原先逹が三山神定で立山を訪れた際には、 芦雌寺に宿泊し
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ていた。 富士須原先逹の松栄寺と芦餅寺衆徒との関係がうかがわれる。

35)油田数彦「尾張地方の立山信仰」（前掲占「霊山巡n旨一立山にみる遊 ・ 憂 ・ 悠」所

収、 2~3頁）。 以下は津田氏の三山神定に関する見解を抜粋したものである。「尾版、

三河には各所に立山、 白山、 窃士の三山登拝碑が立っている。 笈延、 宝府といった年

代のものもあるが、 多くは19世紀以降であり、 明治の中頃まである。 例えば知多郡束

浦町森岡の村木神社には20数基あって、 明治以降のものは三山神社となっている。 立

山一山のみの碑はみていない。 すべて三山禅定（三山登拝） になっている。 したがつ

て、 尾張からの立山参品は芦liif1'.寺の御師とは別の案内者がいたことになる。 小林一荼

氏によれば、 三山神定は美涙 ・ 尾張 ・ 三河 ・ 駿河の特有のようなことである。 同氏は

白山美涙馬揚経lifJ坊文:�:=「白山御参澁之帳』に品緑された宝永元(1704)年から延享

4 0747)年までの44年間に33例の三ネ崩定者があったことを紹介しているげまつりJ

31号1978)。 そのなかに卯之山長泉寺の名がしばしばでてくる。 長泉寺は現在の知多

郡阿久比町卯ノ山最勝寺のことであり、 かつては長泉寺大専院と称した修験寺であっ

たが、 宝fff年間に天台宗になり現寺号に改めたとのことである。 ー方、j'jjt岡県富士宮

市村山浅I叫j社大鋭坊文；「:= r尾板柏廻板jは安水6 (1777)年から文化3 (1806)年ま

での富士山登拝品録であるが、 これにも最勝寺の名が見えている。 このことから最勝

寺が三tiii定の先逹として案内をつとめていたことがわかる。 三山神定のかかわりにお

いてこのような修験寺のイ沿侶も立山の信仰を伝える役もしていたと思われる。 この最

勝寺には安政2 0773)年に地元で描かれた「立山和光大権現画伝」がある。 この地

域は日光坊、 大仙坊の両坊の松那楊であり、 両坊の御師からも立山信仰のことは伺う

ことはできたが、 また、 このように地元にも立山信仰を説く人がいたのである。」

36)「日本歴史地名大系 第23忍 愛知県の地名J (507頁、 平凡社、 1981年11月）。

37)「経聞坊文芯（永禄12年12月、 経llfl坊良雄柏那譲状）」（「大日本史料·10ー3 J所収、

876頁·877頁）。

38)拙稿「尾版国の立山伝仰一芦l隙寺福泉坊と日光坊が尾張国で形成した板那場につい

て一」（「近世立山伝仰の展I測一加質湘芦II炉寺衆徒の柏那楊形成と配札ー」所収、 71~

129頁）。

39)堀内兵「富士に狛う心一表口と北口の富士信仰」（網野逸彦• 石井進甜，i「桜界とi-�I\

に生きる人々（中世の風屈を砒む 第3巻）」所収、 129~171頁、 新人物往来社、

1995年4月）。
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